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　10年前の1996年末の人口は10,110人。この10年間で1,301人、平均すると年間に約130人減少しました。こ
こ数年の減少人数は100人前後で推移していましたが、昨年1年間では172人減少しており、この10年間の平均
値を大幅に上回わりました。世帯数では昨年1年間で23世帯の減少となっています。
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　北留萌消防組合消防署の救急出動回数は438回で、一昨年の360回を78回上回り
過去最高となりました。急病による搬送が主な増加要因で、一昨年と比較すると
58回増加し、出動回数全体の半分以上を占めています。
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　北海道全体では一昨年に引き続き交通事故死者数の全国ワーストワン返上と、
6年連続の死者数減少と共に53年ぶりに300人を割りました。羽幌町においても死
亡事故は一昨年に引き続き0件となり、人身事故全体の件数も減少となりました。
さらに物損事故の件数は一昨年の190件よりも大幅に減少しています。

����

��
�����������

�� 平成17年度　�� 平成18年3月末現在(軽四輪含む)　�� 平成18年1月～平成18年12月
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　区分別のごみ収集状況は表のとおりとなっています。平成14年度のごみ収集の
有料化以降、台風被害の影響で増加(170t)した平成16年度を除いては減少傾向にあ
り、昨年の総収集量も対前年で66t減少しています。しかし、全体の36.6％を占める
一般ごみは一昨年と比較すると3tの増加となっています。
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(単位:kg)※「破砕ごみ」には「スプレー缶」を含む。
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　上水道の使用量は毎年夏期に増加する傾向にあります。昨年の使用量は一昨年
と比較すると家庭用の4,195�をはじめ全ての用途で減少しており、全体では
31,806�、3.9％の減少となっています。限りある資源を大切に使いましょう。
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(単位:�)

※ 家庭用のみ
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　平成14年10月に供用を開始した下水道は年度毎に供用区域の整備が進められ、
これに伴って接続件数、使用量が増加しています。家庭用においては接続件数が
1,000件を超えました。使用量では営業・団体用が前年より減少していますが、これ
は平成17年では営業・団体用に含まれていた浴場用を区分したためです。
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※ 家庭用のみ。世帯は年間平均。


